








 無痛無汗症の会に参加する会員(患者の親)に対して、けいれん発作の実態についてアン

ケート調査等施行。45 人全員から情報が得られた。発熱時けいれんは 20 例(44%)と極め

て高率にみられ、その 40%が 6 か月未満発症、30%が 5 歳以上発症。通常の熱性けいれん

の年齢分布と異なり、特に乳児期早期発症例が多かった。発熱の程度は、40～42℃の高熱

例が大半を占め、発作総回数は 1～2 回が 84%を占めた。これらの事は本症が乳児期早期

から高熱を伴いやすい事と相関し、また 38 ゜ C 台では発作はおこらず、さらに緯回数が

多くないことは、けいれん閏値が低くない事を推測させた。下記の一部の発達退行(急性

脳症)例を除くと発作予後は悪くなかった。  けいれん後退行が 4 例(9%)にみられ(3 例高

熱時 1 例無熱時)急性脳症が疑ねれていた。内 3 例はけいれん重積症で発症しており、痙

攣及び、発熱のコントロールの重要性が示唆された。

 てんかんの発症頻度は、7 例(16%)と高率で半数は発作が頻発し、難治例であった。2 歳

までに大半が発症しかつ典型的な熱性けいれんの既往は無かった。以上の所見から、精神

遅滞、多動の合併とともに本症が中枢神経の障害も伴っていることが示唆された。


